
連携地域別政策展開方針（兼地域戦略）

令和５年度（2023年度）の推進方向

６つの連携地域

51のプロジェクト
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北海道
「連携地域別政策展開方針」は、第２期北海道創生総合戦略の

「地域戦略」としての位置付けを併せ持っています。



１

 日本遺産「炭鉄港」を活用した交流人口拡大プロジェクト
（空知・後志・胆振）

日本遺産「炭鉄港」に対する理解や関心を高め、
道内外からの交流人口の拡大を図るため、空知・
後志・胆振の３地域が連携し、人材育成、普及啓
発などの取組を総合的に推進

令和５年度（2023年度）連携プロジェクトの主な取組

道央広域連携地域

 安全・安心な地域づくりプロジェクト
（上川・留萌・宗谷）

安心して子どもを生み育てることのできる環境づ
くりのための子育て支援施策の充実や、地域住民
が安心して暮らせるよう、各種研修や訓練の実施
など、防災・減災の取組を推進

道北連携地域

 豊かで優れた自然と共生する脱炭素型の
地域づくり推進プロジェクト（オホーツク）

持続的で活力あるオホーツクを実現するため、
オホーツク流氷トラスト運動の地域への浸透に
向けた取組の通年化と、環境保全を通じた地域
のＰＲを実施

オホーツク連携地域

 農林水産業をはじめとした地域を支える
産業の振興プロジェクト （釧路・根室）

我が国最大の生乳生産地域である根釧
地域の酪農について、市町村やＪＡ等
が連携し、「根釧酪農ビジョン」に掲
げる根釧酪農や地域の将来像の実現に
向け、高付加価値化の推進など、地域
の強みを活かした取組を推進

釧路・根室連携地域

道南連携地域

 縄文遺跡群を活用した魅力発信と誘客促進
プロジェクト（渡島・檜山・石狩・胆振）

世界遺産「北海道・北東北の縄文遺跡群」に
ついて、縄文遺跡群を含む「北の縄文ファ
ン」拡大に向けた取組を一層強化するととも
に、地域の貴重な財産である縄文遺跡・縄文
文化を次世代へ継承するための事業を展開

十勝連携地域

 未来につなげる環境・先進分野十勝プロジェクト（十勝）

ライフスタイル・ビジネススタイルへの転換を
促す取組や、先端技術の導入などにより農業の
イノベーションを加速化させる取組を推進



安心のまち・暮らし「住まいる北海道」プロジェクト

２

地域に根ざした政策を展開するため、「連携地域別政策展開方針（兼地域戦略）」に基づき、
地域づくりの拠点である振興局が中心となって、51のプロジェクトを推進

地 域 令和５年度（2023年度）の主な取組

空 知

石 狩

後 志

道央広域連携地域

※51のプロジェクトのうち、主なものを記載

 未来技術の導入などによる産業振興・担い手確保プロジェクト  空知と多様な形で関わりを持つ人材創出プロジェクト

食やワインのブランド化や産地づくりを推進
するため、首都圏プロモーションやワイン
ツーリズムの商品造成等に取り組み、空知の
主要な産業である食産業の振興を図る

空知管内で活動する地域おこし協力隊員が
市町村の枠を超えて他の隊員や地域で活躍
する人材と交流・連携する機会を設け、実
践的な課題解決力の習得を後押しすること
により活動の幅を広げ、地域を支える人と
して定着を図る

 石狩観光スタイルと石狩の食の魅力ブランド化推進プロジェクト  石狩の若者の地元定着促進と道外からの人の呼び込み
プロジェクト「北海道ボールパークＦビレッジ」を軸とした管内

への周遊など、旅に「プラスワン」の価値を添える
周遊観光や体験型観光を推進し、多様化する観光
ニーズに対応可能で誰もが旅を存分に楽しむことが
できる「いしかり観光スタイル」を国内外に積極的
にＰＲする

札幌圏における道外への人口流出等の課
題に対応するため、道や市町村をはじめ
とする関係機関の連携体制の下、管内な
らではのライフスタイルの発掘や学生の
定着促進に向けた取組を推進する

 農林水産業の持続的発展・ブランド化推進プロジェクト 国際観光リゾートエリアとしての持続可能な観光地づくりと
広域観光展開プロジェクト ワインや食のブランド力向上のため、しりべし産ワインを

核として、食や観光分野との結び付けを図るとともに、
生産者への技術支援や地元の販路
拡大、道内外へのプロモーション
などの取組を行う

持続可能な観光地としていくため、環境負荷を減ら
し、経済を循環させる取組「しりべしサステナブル
スタイル」の普及啓発を進めるとともに、地域経済
に高いインパクトを与え、ゼロカーボンにも資する
アドベンチャートラベルの推進等に取り組む

連携地域別政策展開方針に基づくプロジェクトの推進【地域別一覧】



地 域 令和５年度（2023年度）の主な取組

胆 振

日 高

道央広域連携地域

地 域 令和５年度（2023年度）の主な取組

渡 島

檜 山

道南連携地域

 脱炭素社会を創造する 「いぶり」 産業展開プロジェクト  住みたい・訪れたい 「いぶり」 地域づくりプロジェクト

高校生を対象としたゼロカーボンカレッジの開催など、
胆振独自の産官学のネットワークであるTEAM「ゼロ
カーボンいぶり」を活用した理解促進と機運醸成の取
組などを展開し、オール胆振による「ゼロカーボン北
海道」の実現を目指す

縄文遺跡群やウポポイなどの「いぶり五大遺
産」をはじめとした地域資源を活用しながら商
品造成やプロモーションを行うことにより、イ
ンバウンドを含む観光客や道外からの教育旅行
の誘致を図る

 「ひだか」 の産業を支える人材確保・育成プロジェクト

 地域の強みを活かした産業活性化・雇用創出プロジェクト

３

道南地域の独自性・優位性のある食の魅力向上を図るため、
「つなぐ・つくる・かせぐ」をキーワードに
「地域内連携」を促進し、食彩王国南北海道
ブランド確立、国内外への定着を目指す

 道南の優位性を活かしたカーボンニュートラルへの
挑戦プロジェクト

管内自治体や事業者、地域住民に対し、庁舎
のＶ２Ｂシステムと運用により得られたＣＯ
２削減量等のデータを活用した普及啓発活動
を実施する

 北海道新幹線開業を見据えた交流・定住促進プロジェクト

檜山の貴重な観光資源である離島の魅力向上
と情報発信に重点的に取り組むことで、檜山
地域の認知度向上を図る

 地域に根ざした農林水産業の持続的発展プロジェクト

新たにチャレンジしているサーモン養殖や、
規模拡大に取り組んでいるアワビ・ウニ等の
増養殖等の知名度向上と販売強化に向けて、
道内外における飲食店等での販売イベントや
PRの実施により漁業経営の安定化を図る

地域おこし協力隊・高校生・一次産業・ナナイロ
ひだかサポーターなどが連携し副業の取組や地域
づくりに積極的に参画することで、地域人材ネッ
トワークを構築し、日高地域の価値向上と郷土愛
の育みにつなげる

日高自動車道新冠IC開通を契機として交流人口の拡大
を図るため、関係機関と連携した日高産品の物産展や、
人気スマホゲームとコラボしたスタンプラリーを実施
する。また、日高山脈襟裳国定公園の国立公園化を好
機として地域の魅力を積極的に発信する

 「ひだか」 の魅力発信と観光の振興プロジェクト



４

地 域 令和５年度（2023年度）の主な取組

上 川

留 萌

宗 谷

道北連携地域

 人と自然をつなぐ大雪山魅力発信プロジェクト

大雪山を中心とした貴重で豊かな自然を次世代
に引き継ぐため、クラウドファンディングを活
用しながら自然環境の保全や活用を図る取組を
進める

 上川地域の強みを活かした農林業振興プロジェクト

 るもい地域を支える多様な人材の育成・確保

多様な人材と市町村の枠を越えた顔の見える関係
づくりを推進するため、管内の地域おこし協力隊
ネットワークと連携し、地域で意欲的に活動して
いる方々が地域と関わる機会を創出し、地域力の
向上に向けた地域人材の育成・確保を図る

 るもいの豊かな地域資源活用プロジェクト

「食」・「自然」といった地域の「もっている
もの」を体験イベント等を通じて複合的にプロ
モーションし、地域の良さを多くの人に知って
もらうことで、関係人口の創出・拡大を図ると
ともに、管内産品の消費拡大に取り組む

 新エネルギー導入・活用推進プロジェクト

新エネルギーやゼロカーボンへの住民理解を促
し、管内への新エネルギー設備の導入を促進す
るため、住民・事業者に対するホームページに
よる情報発信や新エネ関連施設の子ども見学会
の開催などを行う

 地域の多様な人材が未来を創る 「宗谷LIFE」 プロジェクト

就農希望者や農業系大学生等を対象に宗谷管内への誘致に向けた
ＰＲ活動を行うとともに、若手農業者等を
対象とした研修・交流会の開催等に取り組む

主要作物の生産性向上・高品質化、低コスト・
省力化、高収益化に向けてドローンの活用やＩ
ＣＴツールの取組を推進するとともに、冬期の
無加温ハウスでの野菜生産を推進し、環境との
調和と管内農業の持続的発展の両立を目指す

地 域 令和５年度（2023年度）の主な取組

オホーツク

オホーツク連携地域

 豊かで優れた自然と共生する脱炭素型の地域づくり
推進プロジェクト

持続的で活力あるオホーツクを実現するため、
オホーツク流氷トラスト運動の地域への浸透に
向けた取組の通年化と、環境保全を通じた地域
のＰＲを実施

 豊富な農水産物を活かした食関連産業の振興プロジェクト

地域の産学官金の連携により、地域資源
を活かした多様な産品を管内外に発信す
るとともに、商品開発等を分野横断的に
推進し、食関連産業を総合的に振興



地 域 令和５年度（2023年度）の主な取組

釧 路

根 室

５

地 域 令和５年度（2023年度）の主な取組

十 勝

十勝連携地域

 十勝の魅力を活かした滞在型・周遊観光推進プロジェクト 未来につなげる環境・先進分野十勝プロジェクト

ライフスタイル・ビジネススタイルへ
の転換を促す取組や、先端技術の導入
などにより農業のイノベーションを加
速化させる取組を推進する

十勝管内の公共交通の利用状況を把握した上で、人の動きを促す
取組を主体とし、域内間の交流増加（まちづくり）及び域外との
交流増加（観光振興・移住定住）に向けた取組を実施することに
より、関係・交流人口の増加と十勝地域の活性化を目指す

釧路・根室連携地域

 地域の強みを活かした交流・関係人口の創出・拡大プロジェクト

厚岸霧多布昆布森国定公園やＡＴなどの新たな
コンテンツを活かした地域の魅力をインフルエ
ンサーやＳＮＳ等により国内外に広く発信する
とともに、公共交通を活用したサイクルツーリ
ズムの推進等により観光客の誘客を促進する

 「ゼロカーボン北海道」への貢献プロジェクト

「ゼロカーボン北海道」の実現に向けて地域の取組を加速させる
ため、若年層や地域住民を対象とした普及啓発により機運醸成を
図るとともに、公共交通の利用促進の取組を推進する

 地域の強みを活かした交流・関係人口の創出・拡大プロジェクト

根室地域の自然環境を活かしたアドベンチャー
トラベルコンテンツの磨き上げなど受入体制の
整備や食のねむろブランド確立に向けた人材育
成に取り組む

 北方領土の早期返還と隣接地域の振興プロジェクト

領土問題を確実に理解してもらう啓発活動の推
進及び次世代を担う若い世代の意識高揚や啓発
活動への参加意欲の拡大を図り、返還要求運動
の担い手を育成する



連携地域 令和５年度（2023年度）の主な取組

道 央

道 南

道 北

釧 路
・

根 室

広域連携プロジェクト

 日本遺産「炭鉄港」を活用した交流人口拡大プロジェクト
（空知・後志・胆振）

 道内ジオパークの連携による地域力向上プロジェクト
（胆振・空知・日高・上川・オホーツク・十勝）

日本遺産「炭鉄港」に対する理解や関心を高め、
道内外からの交流人口の拡大を図るため、空知・
後志・胆振の３地域が連携し、人材育成、普及啓
発などの取組を総合的に推進する

ジオパークは保護だけではなく観光振興や環境教育等への活用
が求められていることから、各地域の連携を強め、魅力や学術
的価値の積極的な情報発信のほか、環境教育・防災教育の充実
や道内ジオパーク間のネットワークの発展に向けた取組を推進
する

 縄文遺跡群を活用した魅力発信と誘客促進プロジェクト
（渡島・檜山・石狩・胆振）

 北海道新幹線開業を見据えた
交流・定住促進プロジェクト （渡島・檜山）

世界遺産「北海道・北東北の縄文遺跡群」につい
て、縄文遺跡群を含む「北の縄文ファン」拡大に
向けた取組を一層強化するとともに、地域の貴重
な財産である縄文遺跡・縄文文化を次世代へ継承
するための事業を展開する

関係人口の創出･定着や移住定住の促進に向
けた取組に加え、地域おこし協力隊の確保
や定着促進を進めることで持続可能な地域
社会のモデルを構築する

６

 農林水産業をはじめとした地域を支える産業の振興プロジェクト
（釧路・根室）

我が国最大の生乳生産地域である根釧地域の酪
農について、市町村やＪＡ等が連携し、「根釧
酪農ビジョン」に掲げる根釧酪農や地域の将来
像の実現に向け、高付加価値化の推進など、地
域の強みを活かした取組を推進する

 地域の強みを活かした交流・関係人口の創出・拡大プロジェクト
（釧路・根室）

移住を推進する人材の育成や受入体
制・情報発信の強化など、地域全体の
推進体制や地域おこし協力隊のネット
ワークを強化する取組を推進する

 魅力ある地域資源を活かした 「きた北海道」 への
来訪促進プロジェクト （上川・留萌・宗谷）

旭川空港を活用した誘客促進のほか、移住定住や
関係人口の拡大に向けて、大都市圏に向けた地域
の魅力発信や移住ＰＲ、地域おこし協力隊への研
修・セミナーを開催する

 安全・安心な地域づくりプロジェクト
（上川・留萌・宗谷）

安心して子どもを生み育てることのでき
る環境づくりのための子育て支援施策の
充実に努めるとともに、地域住民が安心
して暮らせるよう、各種研修や訓練の実
施など、防災・減災の取組を推進する


